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Ｔ
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
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
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Ｃ
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Ａ
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全
国
の
７
温
泉
地
を
会
員
に
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｔ
Ｂ

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
が
事
務
局
を
運
営
す
る
「
温
泉
ま
ち
づ

く
り
研
究
会
」
の
今
年
度
第
３
回
会
合
が

日
、
東
京

都
千
代
田
区
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
今
会

合
の
研
究
テ
ー
マ
は
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
着
地
型
旅
行

の
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
る
長
野
県
飯
山
市
か
ら
信
州

い
い
や
ま
観
光
局
の
木
村
宏
事
務
局
次
長
を
講
師
に
招

き
、
温
泉
地
の
地
域
づ
く
り
に
生
か
せ
る
滞
在
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
あ
り
方
を
考
え
た
。

温泉まちづくり研究会の会合（日）

黒
岩
町
長
ら
が
観
光
経
済
新

聞
社
を
訪
れ
た

電
柱
に
設
置
さ
れ
た
「
共
架
型
」
の
避

難
誘
導
標
識

　
群
馬
県
草
津
町
の
黒
岩
信

忠
町
長
ら
が

日
、
東
京
・

池
之
端
の
観
光
経
済
新
聞
社

を
訪
れ
、
積
田
朋
子
社
長
と

懇
談
し
た
。
草
津
温
泉
は
弊

社
主
催
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
」
で

年
連
続
１

位
と
な
っ
て
い
る
が
、

年

連
続
に
強
い
意
欲
を
示
し

た
。

　
訪
れ
た
の
は
黒
岩
町
長
の

ほ
か
、
宮
崎
公
雄
町
議
会
議

長
、
山
田
寅
幸
草
津
温
泉
観

光
協
会
会
長
ら
６
人
。
町
長

は
「

年
連
続
は
非
常
に
光

栄
な
こ
と
。
次
も
１
位
を
と

る
た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
」
と
力
を
込
め

た
。

　
湯
畑
再
開
発
事
業
の
一
環

と
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る

「
湯
路
広
場
」
は
春
の
完
成

を
目
指
し
て
い
た
が
、
６
月

に
ず
れ
込
む
見
通
し
。た
だ
、

一
部
に
つ
い
て
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
に
合
わ
せ
披
露

す
る
予
定
だ
。
ま
た
、
湯
も

み
と
踊
り
シ
ョ
ー
を
行
う

「
熱
の
湯
」
の
建
て
替
え
作

業
は
秋
に
着
工
し
、
来
春
を

め
ど
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
山
田
会
長
は
「
町
長
を
先

頭
に
、観
光
協
会
、商
工
会
、

旅
館
組
合
が
一
緒
に
な
っ

て
、
草
津
な
ら
で
は
の
非
日

常
を
お
客
さ
ま
に
提
供
し
て

い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
草
津
温
泉
は
４
月

日

（
よ
い
風
呂
の
日
）
公
開
の

映
画
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
Ⅱ
」
の
ロ
ケ
地
と
も
な
っ
て

お
り
、話
題
を
集
め
そ
う
だ
。

　
沖
縄
県
と
沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
な
ど
が
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
の
資
質
・
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
「
沖
縄
観
光
タ
ク
シ

ー
乗
務
員
資
格
認
定
」
の
第


回
認
定
証
交
付
式
が


日
、
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ

ー
協
会
ホ
ー
ル
（
那
覇
市
）

で
開
か
れ
、
新
た
に

人
の

乗
務
員
が
認
定
さ
れ
た
。
認

定
者
は
計
５
７
１
人
に
な
っ

た
。

　
同
制
度
は
、
乗
務
員
の
資

質
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
で
、
利
用
者
の
満
足

度
を
上
げ
て
「
観
光
タ
ク
シ

ー
」
の
品
質
価
値
を
確
立
す

る
た
め
、
２
０
０
６
年
度
に

始
ま
っ
た
。

　
認
定
者
は
無
事
故
・
無
違

反
・
無
苦
情
で
、
接
遇
や
観

光
知
識
を
備
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
基
礎
を
習
得
し
て
い

る
「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
」
、
さ

ら
に
利
用
者
か
ら
の
要
望
に

応
じ
た
行
程
設
定
や
案
内
が

で
き
る
上
位
ラ
ン
ク
の
「
ゴ

ー
ル
ド
リ
ボ
ン
」
が
あ
り
、

今
回
そ
れ
ぞ
れ

人
、
６
人

が
認
定
さ
れ
、
認
定
者
の
合

計
は
３
６
３
人
、
２
０
８
人

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
今
後
、

ゴ
ー
ル
ド
取
得
６
年
以
上
が

条
件
の
最
上
位
ラ
ン
ク
「
プ

ラ
チ
ナ
リ
ボ
ン
」
も
創
設
す

る
予
定
。

　
交
付
式
で
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ

の
上
原
良
幸
会
長
が
「
観
光

客
に
、
積
極
的
に
制
度
利
用

を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
業
界
へ
の

浸
透
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
認
定
者
ら

を
祝
福
し
た
。

　
京
都
市
は

～

日
、
大

規
模
災
害
時
に
観
光
客
が
避

難
場
所
を
一
目
で
把
握
し
、

自
主
的
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
避
難
誘
導
標

識
の
設
置
を
行
っ
た
。
全
国

で
初
め
て
観
光
客
に
特
化
し

た
帰
宅
困
難
者
対
策
と
し
て

昨
年

月
に
策
定
し
た
「
帰

宅
困
難
観
光
客
避
難
誘
導
計

画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

一
環
。

　
標
識
は
、
電
柱
に
掲
げ
る

形
で
設
置
す
る
「
共
架
型
」

と
市
街
灯
支
柱
に
巻
き
付
け

る
「
支
柱
巻
き

付
け
型
」
の
２

種
。共
架
型
は
、

日
本
語
と
英

語
、
中
国
語
、

韓
国
語
の
４
カ

国
語
で
表
記

し
、清
水
・
祇
園

地
域
８
カ
所
、

嵯
峨
・
嵐
山
地

域
３
カ
所
に
設
置
。支
柱
巻

き
付
け
型
は
、
日
本
語
と
英

語
表
記
で
、
清
水
・
祇
園
地

域
２
カ
所
、
嵯
峨
・
嵐
山
地

域
７
カ
所
に
設
置
し
た
。

　
標
識
で
は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
（
絵
文
字
、
視
覚
記
号
）

と
避
難
先
の
施
設
名
、距
離
、

方
向
（
矢
印
）
を
掲
載
し
て

い
る
。

　
市
は
同
時
に
、
既
設
の
観

光
案
内
標
識

カ
所
に
、
新

た
に
避
難
先
へ
の
誘
導
標
識

を
追
加
し
た
。

　
さ
ら
に
３
月
中
に
、
景
観

保
全
の
観
点
か
ら
電
柱
が
無

い
地
域
、
細
い
路
地
が
多
い

地
域
の
商
店
街
な
ど

団
体

に
対
し
、
避
難
誘
導
用
プ
ラ

カ
ー
ド
を
配
備
。
配
備
を
受

け
た
団
体
は
、
発
災
直
後
に

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
観
光

客
の
避
難
誘
導
を
行
う
。

　
斑
尾
、
戸
狩
、
な
べ
く
ら

高
原
な
ど
が
あ
る
飯
山
市

は
、
ス
キ
ー
需
要
に
依
存
し

た
観
光
地
か
ら
、
自
然
や
文

化
を
生
か
し
た
体
験
、
交
流

を
伴
う
通
年
型
の
滞
在
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
観
光
地

へ
と
転
換
。
２
０
１
０
年
４

月
に
は
、
飯
山
市
観
光
協
会

か
ら
改
編
し
て
、
一
般
社
団

法
人
の
信
州
い
い
や
ま
観
光

局
を
発
足
さ
せ
た
。

　
第
２
種
旅
行
業
に
登
録
す

る
同
観
光
局
は
、
地
域
住
民

の
協
力
を
得
て
造
成
し
た
着

地
型
旅
行
プ
ラ
ン
「
飯
山
旅

々
。
」
を
販
売
し
て
い
る
。

ブ
ナ
林
を
生
か
し
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
セ
ラ
ピ
ー
、
住
民

と
交
流
で
き
る
農
業
体
験
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
３
０
０

種
以
上
の
プ
ラ
ン
を
展
開
。

販
売
実
績
を
年
々
伸
ば
し
て

い
る
。
旅
行
商
品
の
他
に
も

宿
泊
施
設
な
ど
が
多
く
の
滞

在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
。

　
着
地
型
旅
行
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
講
師
の
木
村

次
長
は
「
そ
れ
ま
で
旅
行
会

社
に
頼
っ
て
ス
キ
ー
客
や
宴

会
客
を
受
け
入
れ
る
だ
け
だ

っ
た
民
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

旅
館
を
再
出
発
さ
せ
る
契
機

に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
で
商

品
を
つ
く
り
、
お
客
さ
ま
の

顔
を
し
っ
か
り
と
見
る
と
い

う
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
語
っ
た
。

　
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
舞
台

と
な
る
空
間
づ
く
り
と
し
て

は
、
市
の
条
例
な
ど
を
基
に

商
業
看
板
の
高
さ
を
低
く
す

る
な
ど
の
景
観
づ
く
り
も
進

め
て
い
る
。

　
研
究
会
会
員
の
他
の
温
泉

地
か
ら
は
、
事
業
の
財
源
に

関
す
る
質
問
が
挙
が
っ
た
。

信
州
い
い
や
ま
観
光
局
で

は
、
事
業
予
算
全
体
と
し
て

市
の
支
援
の
ほ
か
、
観
光
施

設
の
運
営
収
入
な
ど
の
財
源

を
持
つ
。
木
村
次
長
は
「
着

地
型
旅
行
商
品
事
業
単
体
で

の
運
営
は
厳
し
い
。
た
だ
、

参
加
者
は
右
肩
上
が
り
で
、

こ
れ
か
ら
伸
び
る
事
業
。
費

用
対
効
果
を
問
題
に
し
て
い

た
地
元
の
関
係
者
の
理
解
も

深
ま
っ
て
き
て
い
る
」
と
説

明
し
た
。

　
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

は
、
温
泉
地
に
共
通
す
る
課

題
の
解
決
策
を
探
る
目
的

で
、

年
４
月
に
設
立
さ
れ

た
。

　
会
員
の
温
泉
地
は
、
阿
寒

湖
温
泉
（
北
海
道
）
、
草
津

温
泉
（
群
馬
県
）
、
鳥
羽
温

泉
（
三
重
県
）
、
有
馬
温
泉

（
兵
庫
県
）
、
道
後
温
泉

（
愛
媛
県
）
、
由
布
院
温
泉

（
大
分
県
）
、
黒
川
温
泉

（
熊
本
県
）
。

【
向
野
悟
】

　
観
光
教
育
を
行
う
大
学
な

ど
で
つ
く
る
観
光
甲
子
園
実

行
委
員
会
は
、
４
月
１
日
か

ら
第
６
回
全
国
高
校
生
「
観

光
甲
子
園
」
の
地
域
観
光
プ

ラ
ン
の
募
集
を
始
め
る
。
今

回
は
新
た
に
、
訪
日
外
国
人

の
誘
客
を
意
識
し
た
観
光
プ

ラ
ン
も
募
集
す
る
。
高
校
生

な
ら
で
は
の
感
性
を
生
か
し

た
観
光
プ
ラ
ン
を
数
多
く
求

め
た
い
考
え
だ
。

　
募
集
テ
ー
マ
は
①
地
元
地

域
の
観
光
プ
ラ
ン
②
地
元
地

域
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
観

光
プ
ラ
ン
③
神
戸
（
兵
庫
県

域
）
の
観
光
プ
ラ
ン
―
の
三

つ
。
応
募
数
は
１
校
あ
た
り

３
プ
ラ
ン
ま
で
だ
が
、
③
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
応
募
す
る

場
合
に
は
、
４
プ
ラ
ン
ま
で

応
募
で
き
る
。

　
審
査
基
準
は
、
①
地
域
の

魅
力
が
盛
り
込
ま
れ
た
プ
ラ

ン
に
な
っ
て
い
る
か
②
斬
新

な
観
光
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い

る
か
③
来
訪
者
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
観
光
プ
ラ
ン
に
な
っ

て
い
る
か
④
企
画
に
説
得
力

が
あ
る
か
⑤
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
（
本
選
の
み
）
―

の
５
点
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
相
当
す
る

文
部
科
学
大
臣
賞
、
観
光
庁

長
官
賞
の
受
賞
校
に
は
、
旅

行
券

万
円
分
を
贈
る
予

定
。
こ
の
ほ
か
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
、
優
秀
作
品
賞
、
各
種

特
別
賞
も
設
け
、
表
彰
す
る

考
え
だ
。

　
予
選
審
査
会
で
書
類
審
査

行
い
、
本
選
出
場
校
を

校


プ
ラ
ン
決
め
る
。
本
選
出

場
校
に
は
、
１
校
に
つ
き
付

き
添
い
教
員
１
人
を
含
む
５

人
ま
で
参
加
旅
費
を
支
援
す

る
。

　
高
校
生
で
あ
れ
ば
応
募
で

き
る
が
、
３
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
こ
と
、
学
校
長

の
推
薦
が
あ
る
こ
と
が
必

要
。

　
応
募
の
締
め
切
り
は
７
月

２
日
、
郵
送
必
着
。
予
選
の

結
果
発
表
は
７
月

日
、
本

選
は
８
月

日
に
神
戸
市
の

夙
川
学
院
大
学
で
実
施
す

る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
神
戸
夙
川

学
院
大
学
「
観
光
甲
子
園
」

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
☎

０
７
８
（
９
４
０
）
１
１
５

４
。

　
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
藤
野
公
孝

会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
会
員
ホ
テ
ル
（
２
０
８
ホ

テ
ル
、
３
万
室
）
の
今
年
１

月
の
全
国
平
均
客
室
利
用
率

は

・
１
％
で
、
前
年
同
月

比
で
４
・
２
㌽
増
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
０
％
の
関
東
。

次
い
で
、
・
５
％
の
近
畿
、


・
３
％
の
九
州
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
地
域
は

・
９
㌽

増
の
北
海
道
、

・
１
㌽
増

の
九
州
、
８
・
６
㌽
増
の
近

畿
な
ど
。

　
一
方
、
利
用
率
が
低
か
っ
た
地
域
は
、

・
７
％
の
北

陸
、

・
２
％
の
東
北
、


・
１
％
の
四
国

な
ど
。

　
前
年
同
月
比

で
利
用
率
が
下

が
っ
た
の
は
、


・
２
㌽
減
の

北
陸
、
４
・
３

㌽
減
の
東
北
、

１
・
０
㌽
減
の

東
海
の
３
地
域

だ
っ
た
。

今回認定を受けた乗務員ら

http://www.koshien-rekishikan.com/

